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8 月 2 日の利水部会検討会で出された「水マネジメント懇談会提言」の最後のページに示

された「淀川水系における水需要（都市用水）」には、現状を正確に把握するうえで問題が

あります。 

 

このグラフ（資料１）（滋賀県の水需要を含む＝記載はない）を見る限り、近年の少雨化

傾向と、多雨年と少雨年のばらつきの拡大により、利水安全度が低下し、水需要の実力が

当初計画値を大幅に下回って、最大取水量（実績）に並んできたことを表しています。 

 

しかし、昨年 2 月に出された同様の資料「淀川水系  利水の現状と課題」（資料２）の中

の「３．現在の水需要計画（淀川水系全体）」（資料３）では、「滋賀県を除く」と明記した

グラフで最大取水量（実績）が記されています。 

 

今回、淀川水系の水需要を考える上でどちらの最大取水量（実績）を使用するのが正し

いのかについて考えますと、滋賀県は琵琶湖から直接取水と流入河川（資料５）で賄って

いますので、「滋賀県を除く」グラフのほうが正しいといえます。 

 

そうしますと、今回の「第２回水マネジメント懇談会資料」では、なぜ滋賀県を含めた

のかということになります。滋賀県を除く最大取水量（実績）と比較したグラフ（一部加

筆）が（資料４）です。 

 

これはあくまで私の想定ですが、開発取水量に僅か 0.6㎥/s の「青土ダム」（滋賀県）を

加えることで、最大取水量（実績）においても 9.6 ㎥/s の滋賀県全域の取水量を加えてい

ます。これより最大取水量（実績）の数値を大幅に押し上げ、近年の実力評価にほぼ並び

ます。このグラフを見るだけで新たな水資源開発の必要性が指摘できるわけです。 

 

この想定は間違っているでしょうか。今回示された「水マネジメント懇談会提言」が、

こうした資料に基づいているとすれば判断を誤ることにつながります。 

寺川委員からの提供資料 

淀川水系流域委員会 

第 4回利水部会（H15.9.2) 

資料 ２－３ 





 

 
検討課題についての説明資料 
（河川管理者〔近畿地方整備局〕からの提供資料） 
 

 

「淀川水系 利水の現状と課題」 

 

１.現時点の水需給計画 

２.水利用実績 

３.淀川の渇水と渇水調整 

４.現在の施設の水供給(確保)能力 

５.水需要抑制(節水)の可能性 

６.環境用水 

７.課題と今後の対処方法 

 

 

 

 

 

 

 

※ 第７回委員会（H14.2.1 開催）にて配布された資料です 

 

（資料２） 

淀川水系流域委員会 

第 12 回淀川部会（H14.2.5） 

資料 ２－１ 








